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ICT の活用と STEAM 教育 文科省の小中学校・総合的な学習の時間部会

の中で、ICT の活用とともに STEAM 教育が取り上げられているので紹介します。 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

昨今よく聞かれるようになった STEAM 教育とは、（science、technology、engineering、art、

mathematics）の５分野を横断的に学び、変化の激しい実社会で自ら課題を見付け、解決する力を養う

教育のことです。ロボットやコンピュータに負けない「人間らしい創造力」を育む教育として注目されて

います。 

小中学生のその拠点を高等専門学校が担っていくという案があげられています。文部科学省が教育委

員会と高専に互いの連携を密になるよう要請していくものです。 

このような取り組みが進められる要因には、上図に述べられているような課題があるからです。この

取り組みで上図右のような＜期待される効果を＞得ようということです。 

そのためには、教育委員会・高専・地元の小中学校（高校）の連携による年間カリキュラムを作成し、

イベント的な活動で終わることのないように、ねらいや活動内容を吟味し、学びの積み重ねを考慮して

いくことが必要だと思われます。 

野洲市にも令和１０年度から高専が開校します。開校当初は、自校のことで精一杯でしょうから、一年

目からすぐにとはいかないでしょうが、子どもたちへの STEAM 教育の環境を充実させるうえで、どの

ような連携をしていくのか注目されるところです。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の両方を実現し、子どもたちにとってわくわくする学びが楽しい

と思えるカリキュラムづくりに時間を費やせるやる気のある教員の育成とそれを支える働き方がポイン

トとなってくるのではないでしょうか。 

野洲市の子どもたちが地元の学校に進学し、地元を盛り上げていく姿は、地域活性の一つとなること

でしょう。 



 

 

 

『教師という生き方』 

藤原 友和  著     出版社 東洋館出版社 

 

著者は言います。「どうにもならないことはそれほどない。私の苦し 

かったときの話があなたの役に立つかもしれない。」と。 

一人の教師の「生き様」から学べます。 

・教師人生でどこにつまずき、どう乗り越えるのか。 

・教師力はどのような成長曲線を描き、どこへ向かうのか。 

・あなたの教師人生の行く末を考えるヒントを見つけてほしい。 

 いろんな「今」があって、教師人生は進んでいきます。 

 必要なのは「答え」ではなく「ヒント」なのかもしれません。 

 教育書でよくあるハウツーでは解決できないことがあります。 

 誰かの教師人生を知ることで、あなただけの「道」を見つけること 

ができます。 

 

     

『教師のための話し方の教科書』 

熱海 康太  著    出版社 明治図書 

 

話し方を変えるとうまくいく！ 

教師はほかの職業に比べて「話す」ことが多い仕事です。でも話し方

は意外と意識されていないのではないでしょうか。本書では、声色の使

い分けやメリット・デメリットを示した話の組み立てといった基本を解

説するとともに、場面別の話し方まで具体的に紹介しています。 

○授業が激変する「発問」と「指示」 

教師が陥りがちな「つい長々と説明してしまう」という悩みに寄り添 

い、短く端的に伝える技術が具体的だと好評です。子どもたちの集中力

を引き出す声色の使い方や、指示の出し方が変わったことで「子どもた

ちの反応が良くなった」という声が多数見受けられます。 

○保護者対応や同僚との連携にも効果的 

 児童生徒だけでなく、保護者へのクレーム対応や相談、職員会議での

意見の伝え方など、対大人とのコミュニケーションにもそのまま応用で

きる点が非常に実用的だと評価されています。 

○自分の話し方を客観視できる 

「話すスピード」や「具体と抽象の使い分け」など、感覚で行っていた

話し方を理論的に振り返ることができるため、若手からベテランまで自

身のスキルを見直すきっかけになるとの声が多いです。 

 

『５日間で教師の話し方を変える本』 

池畠 彰之 著    出版社 明治図書 

 

５つの章、計４０のステップで手軽に読める、「話し方」を磨きたい先

生のための入門書。うまくいかない自分の見直し方から、プロの話法の

取り入れ方、注目の集め方や目線の動かし方、授業や休み時間、集会の

場での具体的な伝え方まで、エッセンスをまとめた１冊です。 

話し方がうまくなると、何よりその話を毎日聞く子どものためになり

ます。先生の話がよく分かるようになると、多くの子どもが学校に来る

ことが楽しくなります。そんな教室を作っていきたいと思いませんか。 

 話し方が身につけば、子どもの姿勢も変わります。信頼感も変わりま

す。すると、自分の仕事も楽しくなります。話し方を変えると、職員室

でも提案が通りやすくなったり、学年が違う先生とも話が合ったりする

ようになります。 

https://www.chikumashobo.co.jp/author/005336/

